








































顕微鏡画像の条件を以下に示す。スケールは 1302.34 nm × 1302.34 nm、2048 






いては電界強度と電磁波照射装置の出力の間に線形性があるため[1]、10 W、 30 
W、 200 W を採用する。基準として室温で反応させた場合を用い、通常加熱に
よる反応、電磁波照射による反応条件での生成物の電子顕微鏡画像を用いて分






室温 r. t. (room temperature) 
通常加熱 30℃、60℃、90℃ 
電磁波照射（1 方向） 10 W、30W、200W 
電磁波照射（2 方向） 200 ×200 W 
3-2-2. 顕微鏡画像の周波数解析 
分類の方法を図 3.1 に示す。顕微鏡画像に 2 次元フーリエ変換を求める。各








図 3.1 周波数解析の概略 





次に、角度ごと（0 deg, 15 deg, 30 deg,…, 90 deg）の周期 100 nm、 50 nm、 10 
nm の周期パワーに着目し散布図を求める。周期パワーについては、各反応条件
における各々の角度におけるパワースペクトルを求め比較し、特徴的であった






























































































































































































室温(r.t.) 通常加熱(30℃) 通常加熱(60℃) 通常加熱(90℃)






























































































電磁波照射による反応時の温度変化は 10 W の電磁波照射時で 30℃、200W
の電磁波照射時で 60℃まで上昇する。対照群として、通常加熱（30℃）、通常
加熱（60℃）を用いる。 
長周期と中周期のパワーの散布図（温度変化 60℃）を図 3.12 に示す。通常加
熱（60℃）の周期パワーより電磁波照射（200 W）の周期パワーの方が大きいこ
 




























長周期と短周期のパワーの散布図（温度変化 60℃）を図 3.13 に示す。通常加






















































中周期と短周期のパワーの散布図（温度変化 60℃）を図 3.14 に示す。通常加
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